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審 査 結 果 の 要 旨 
 

１.論文の評価 
 本論文では、液晶相界面を利用したソフトマニピュレータの開発に対して最も重要な力学要素である

界面力について、多種類の液晶材料に対して系統的に調べている。液晶性材料は温度に依存して、低温

側から順に結晶相→液晶相→液相（等方相）をとる。これらの内、液晶相と等方相は自由に変形できる

液体状態であり、液晶材料は液体状態中に２つの異なった相をへ発現可能な唯一の物質である。一方で、

液晶状態は構成分子の配列および配向状態に依存してネマティック液晶相やスメクティック液晶相な

どに分類できる。液晶材料に温度分布を与えることでこれらの相の内の２相を空間的に共存させること

で２相の界面力を発生させることができる。 
 ２相境界を材料の中央に高精度に制御可能な装置を作成・使用することで、後述の２相界面を発生さ

せ、液晶中に混入した微粒子の挙動を動画解析することで微粒子に働く界面力の評価を可能にした。ネ

マティック液晶－等方相界面力、ネマティック液晶－スメクティック液晶相界面力、スメクティック液

晶－等方相界面力についての測定および比較の結果、スメクティック液晶－等方相界面力がネマティッ

ク液晶－等方相界面力およびネマティック液晶－スメクティック液晶相界面力に対して各段に大きい

という発見は、液晶相界面力を利用したソフトマニピュレータの実用可能性を高めるとともに液晶ソフ

トマニピュレータの応用範囲を拡大することに大きく貢献すると考えられる。 
 以上の成果は、工学的に有意義であると考えられる。 
 
 
２.審査の経過と結果 
（１）令和３年１月６日 ５名の審査委員のもと協議され、博士後期課程委員会で学位論文の受理

を決定した。 
（２）令和３年２月 10 日 公開論文審査発表会及び最終試験を実施した。 
（３）令和３年３月１日 博士後期課程委員会で学位授与を可とし、教育研究審議会で承認された。 


